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●２月１８日「冥王星の日」です 

いつもご愛読いただき、ありがとうございます。 

おおゆ石材の三上です。さて新年早々、嬉しい知らせ

が届きました！昨年春から取り組んでいた終活アドバ

イザーの合格通知です。これは、終活にかかわるさま

ざまな分野を学び、３回のテストを経て最後に検定試

験があるという、思った以上に大変な資格でしたが、

年末の期限ギリギリまでかけて、ようやく取得することができました。先に取得

していた終活カウンセラーとあわせて、これで終活にかかわる二大資格を持つこ

とになり、今年から開催を考えている終活カフェにも弾みがつく思いです。 

墓石販売をメインとしているおおゆ石材ですが、それを取り巻くさまざまな分野

で相談を受ける資格を持つことも、地域貢献の一つのあり方だと思いますので、

終活のことで何かありましたら、いつでもお気軽にご相談ください。  

 ※仏事クイズの答え：②  ※まちがいさがしの答え： 1）青鬼の衣装 2）左のネズミの手 3）赤鬼の升の位置 

１９３０年（昭和５年）のこの日、アメリカの天文学者

クライド・トンボーが、太陽系第９惑星「冥王星」

を発見、ギリシア神話から「プルート（冥王星の 

英語名）」と名付けられました。その後、トンボー

の生誕からちょうど１００年の２００６年、 

惑星の定義が定め 

られ、冥王星は 

「準惑星」に 

分類されること 

になりました。 

 
 ■発行者： おおゆ石材 

大正12年以来、津軽の皆さまとご一緒に
歩んでまいりました。石やお墓のある、 
豊かな暮らしを、お手伝いしてまいります。  
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じ ん おかざき よこやま みかみ 



ご縁を大切にしたいとの想いで、発行しています。 

※クイズとまちがいさがしの正解は、表面の一番下の部分をご覧ください。 

知っているようで知らない仏事のことや 

言葉の意味をクイズで確かめてみましょう。 

① 死の穢（けが）れをほかの人 
  にうつさないようにする期間 
 
② 故人を偲んで慎ましい生活 
  を送る期間 
 
③ 亡くなってから数日間 

似ている言葉に 

「忌中」があります。 

節分の日には、毎年全国各地で様々なイベント

が行われていますが、成田山新勝寺の豆まきは、

毎年著名人が来ることでも有名ですよね。  

実は節分という行事は、もともとは平安時代に宮

中で行われたものが起源とされ、仏教由来という

より、日本古来の風習で、今では宗教を問わず

様々な場所で定着しています。ちなみに、新勝寺は本尊を不動明王としており、

「不動明王の前では鬼ですら改心する」という言い伝えから、「福は内」としか

言わないそうです。ほかにも、「鬼」が地名についているため「鬼も内」と言う

地域もあるように、各地で様々な形で根付いています。  

上下の絵に間違いが３個あります。探してみましょう。 

★ 福は内、鬼も内？ 節分のいろいろ 

「喪中」とは、どういう期間 

のことを指すでしょう？ 


